
 

 

レクリエーション補助 

請求の手引き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

一般財団法人埼玉県教職員互助会 
令和 6 年４月版 

問合せ先 

レクリエーション補助事業は、文化・スポーツ・レジャー・宿泊

施設等の利用又は自己啓発のために講座等を受講した場合、

補助を行い、会員の健康増進や元気回復を図り、勤務能率向

上を目的としています。 
 

補 助 額 ： 3,0００円 

補助対象期間 ： 対象年度の４月１日～対象年度の２月末日 

請 求 期 間 ： 対象年度の５月１日～対象年度の３月１５日 

（必着） 

   〒３３０－００６３ 

    埼玉県さいたま市浦和区高砂３－１４－２１ 職員会館５階 

       一般財団法人埼玉県教職員互助会 

       （教育局福利課貸付・ライフプラン担当） 
 電 話 ０４８－８３０－６７０１ 

ＦＡＸ  ０４８－８２４－２６３８ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  レクリエーション補助概要          Ｐ．１～Ｐ．２ 

 

 

  補助利用・請求フロー図              P.３ 

 

 

  補助対象内容                       P.４～P.９ 

 

 

  補助対象外の内容                   P.１０ 

 

 

  請求方法                          P.１１～P.２０ 

 

 

  よくある誤り事例５選               P.2１～P.２2 

 

 

  Ｑ＆Ａ～よくある質問～              P.23～Ｐ．２6 

 

 

  みんな知ってる？お得な情報          P.27 
 

レクリエーション補助請求の手引き 

目 次 
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対 象 者 

補助対象期間 （利用事実発生日） 

請 求 期 間 

補  助  額 

会員一人あたり ３，０００円 ／ 年 

対象年度５月１日から対象年度３月１５日１７時１５分（必着） 

対象年度の４月１日から対象年度の２月末日まで 

 対象年度の４月１日現在の埼玉県教職員互助会員（以下「会員」という） 

及び対象年度４月２日以降に会員となった方 
 

※年度途中に会員資格を取得した場合は取得日から、年度途中に会員資格を 

 喪失した場合は、喪失日の前日までを補助対象期間とします。 

レクリエーション補助概要 
 

事 業 内 容 

 会員が文化、スポーツ、レジャー、宿泊施設、講座受講料等で自己負担額が 

５，０００円以上（商品券やポイント利用分、クーポン利用分を除く）となったと

き、請求によりその費用の一部を補助するもの。 

※正規、臨時的任用職員、フルタイム再任用問わず、互助会に加入している 

 方は対象となります。 

※育児休業中や休職中の会員、海外派遣中の会員も対象となります。 

 

 

※3月１５日が土日祝の場合は、前営業日が締切日となります。 
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請求書受付日 
 振込日 

８月３１日  １０月２１日 

９月１５日  １０月２１日 

９月１６日  １１月２１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給までの流れ 

書類等に不備があった場合は、不備の訂正をしていただきます。 

その場合は、不備解消後に支給するため支給日が遅くなります。 

 請求書は毎月１５日(土日祝の場合は前営業日)を締切とし、原則として翌月

２１日(金融機関休業日の場合は前営業日)に給付金を請求者の口座（短期給

付口座）へ振込みます。 

支給日の例 

 

※金融機関休業日の場合は、前営業日に振込まれます。 

※最終提出期限までに不備解消されない場合は、年度内の支給はできません。 

会員の皆様へのお願い 

提出前に必ず請求書類に不備がないか確認してください！ 
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スタート 

埼玉県教職員互助会の会員ですか？ 

はい 

請求できません！ 

いいえ 

請求期間内に対象施設等を利用して領収書を発行してもらう。 

 領収書等に不備等はないか？ 

 

請求書を提出する 

受付・審査 
請求者に内容確認、 

再提出依頼等 

書類不備 

再提出 

給付金の振込み 

完了 

※支給内容は、総務事務システムまたは支給決定通知書で確認することができます。 

 
請求方法については、 

P.19～P.20をご覧ください！ 

補助利用・請求フロー図 
 

不備ありません 

※領収書が発行されないと請求できません！ 

発行してもらった 

 ①宛名フルネーム ②利用内容     ③領収日  

④利用日     ⑤金額 5,000円以上 ⑥領収書発行元 

 

 以下の要件を満たしていますか？ 
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レジャー 文化・芸術 

遊園地の入場料 日帰り温泉 利用料金 美術館の入館料 茶道教室の会費 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ジップライン体験料 旅行時の宿泊費 観劇チケット代 展覧会の出展料 

 

 

 

 

 

 

   

スポーツ 自己啓発 

ゴルフ場の利用料金 野球観戦チケット代 各種講座の受講料 資格試験受験料 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マラソン大会参加料 バッティングセンター 

 

 

 

 

 

 

 

補助対象の項目は、 

広く４つの項目に 

分けられています。 

詳しい補助対象内容は 

次のページにあります ➡ 

＜補助対象例＞ 

レジャー

文化・芸術 スポーツ

自己啓発

補助対象内容 
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項目 No 補助対象内容 補助対象代金 家族利用分 主な補助対象外代金 

レ
ジ
ャ
ー 

① 

遊園地、テーマパーク、動物園、水

族館、植物園、庭園、プラネタリウ

ム、プール、日帰り温泉、スーパー

銭湯、ロープウェイ、ケーブルカ

ー、リフト等 

入場料 

入園料 

利用料 

 

合算可 

飲食代、土産代、駐車場代、コイン

ロッカー代、マッサージ代、交通

費、レンタカー代、ガソリン代等 

② 

宿泊施設、キャンプ場、グランピン

グ、 

客船等の宿泊料 

寝台列車の寝台券 

宿泊料金 

宿泊パック 

ツアー代金 
(交通費や食事代含む) 

 

合算可 

土産代、ガソリン代、レンタカー

代、宿泊パックやツアー代金に含ま

れない飲食代や交通費、公務に係る

旅行等 

③ 

ものづくり体験、ダイビング体験、

ジップライン、バンジージャンプ等 

利用料金 

 
合算可 

用具レンタル料、飲食代、土産代、

交通費、駐車場代、コインロッカー

代等 

④ 

バスツアー、遊覧船、釣り渡船料、

果物・野菜・茸狩り、芋掘り、潮干

狩り等 

参加料 

乗船料 
合算可 

別途支払う飲食代(ツアー参加料金

に含まれていないもの)、土産代等 

文
化
・
芸
術 

⑤ 

映画・観劇・コンサート、ライブ、 

美術館・博物館・展覧会、神社・仏

閣等 

鑑賞料金 

入館料金 

年間パス 

拝観料 

合算可 

飲食代、土産代、交通費、駐車場

代、コインロッカー代、御朱印代、

祈祷料等 

⑥ 

華道・茶道・日本舞踊等の文化体験

教室、 

料理教室、英会話教室、バレエ・ピ

アノ・ 

ヴァイオリン等の文化教室等 

体験料 

会費 
合算不可 

物品購入費、テキスト代、交通費、

駐車場代等 

⑦ 

展覧会、音楽会、演劇、コンクール

等 

出展料 

参加料 
合算不可 

郵送料、材料費、運搬費、交通費、

駐車場代、公務に係る参加料等 

ス
ポ
ー
ツ 

⑧ 

スポーツ観戦 観戦料 

チケット代 
合算可 

飲食代、土産代、交通費、駐車場代

等 

⑨ 

ゴルフ場、ボウリング場、テニスコ

ート、スキーリフト、バッティング

センター、 

カーリング等 

利用料金 

会費 合算可 
用具レンタル料、飲食代、交通費、

駐車場代、コインロッカー代、シャ

ワー代等 

スポーツジム等 会費 合算不可 

⑩ 

スポーツ大会参加 参加費用 

合算不可 

用具レンタル料、飲食代、交通費、

駐車場代、 

コインロッカー代、シャワー代等 

自
己
啓
発 

⑪ 

各種講座・教室、検定講習等 受講料 

合算不可 

独学のため購入したテキスト代等、

交通費、駐車場代等 

⑫ 

検定受験料 受験料 

合算不可 

公費負担の検定料等、交通費、駐車

場代等 

補助対象内容一覧 
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②例外 

１ 
屋根がある場所で寝具を用いて休息、宿泊することが対象となる施設の条件です。 

夜行バス、ネットカフェ、漫画喫茶等の施設は宿泊施設の条件に当てはまらないため、対象外です。 

２ 
宿泊パックの中に含まれている飲食代金(夕食・朝食等)については、対象です。 

上記以外に別途支払う(パックの中に含まれていない)飲食代金や駐車場代等については対象外で

す。 

３ 
旅行会社のパック旅行の中に含まれている交通費・飲食代金等については、対象です。 

上記以外に別途支払う(パック旅行の中に含まれていない)交通費・飲食代金等については、対象外

です。 

 

 

 

 

③例外 

１ 
体験料に含まれている物品レンタル代・保険料等については、対象です。 

上記以外に別途支払う(体験料に含まれていない)物品レンタル代・保険料等については、対象外で

す。 

 

 

 

 

 

①例外 

１ 
飲食代、土産代、駐車場代等については、対象外です。 

２ 
入場料金や利用料金に含まれる物品レンタル代については、対象です。 

上記以外に別途支払う(入場料金や利用料金に含まれない)物品レンタル代については、対象外で

す。 

④例外 

１ 
バスツアー代金等に含まれる交通費・飲食代・土産代等については、対象です。 

上記以外に別途支払う(バスツアー代金等に含まれない)交通費・飲食代・土産代等については、対

象外です。 

２ 
潮干狩りの貝の買い取りや、魚釣りでの釣った魚の買い取り料金が別途定められている施設に 

おいては、買い取り料金は対象外となります。 

②旅館・ホテル等の宿泊料 

旅館、民宿、ペンション、ホテル、キャンプ、グランピング、船舶、寝台列車等の宿泊代 

③各種体験 

ものづくり体験、ダイビング体験、バンジージャンプ等の利用料 

④日帰りレクリエーション 

バスツアー、果物・野菜・茸狩り、潮干狩り、芋掘り、魚釣り等の参加料 

遊園地、テーマパーク、動物園、水族館、植物園、庭園、プラネタリウム、プール、 

銭湯、日帰り温泉、スーパー銭湯、ロープウェイ、ケーブルカー、リフト等の入場料や利用料 

①レジャー施設入場料 

レジャー
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⑤例外 

１ 
チケット代金の中に含まれるグッズ代・飲食代等については、対象です。 

上記以外の物販等で購入したグッズ代・飲食代等については、対象外です。 

２ 神社の賽銭代、お守り代、御朱印代、玉串料、祈祷料等は対象外です。 

３ 
映画やミュージカル鑑賞等のためにＤＶＤをレンタルした場合の費用や、サブスクリプションの 

加入費用については対象外です。 

 

 

 

 

 

⑥例外 

１ 
体験料金や月謝の中に含まれている物品購入費・材料費・レンタル料金等については、対象です。 

上記以外に別途支払う(体験料金や月謝の中に含まれていない)物品購入費・材料費・レンタル料金

等は、対象外です。 

２ 文化・体験教室については、会員本人の分であることが条件です。家族の分については対象外です。 

 

 

 

 

 

⑦例外 

１ 
参加料の中に含まれている配送料等については、対象です。 

上記以外に別途支払う(参加料の中に含まれていない)配送料等は、対象外です。 

２ 
展覧会出品のための材料費、発表会参加に要する衣装代・楽器代・楽器のメンテナンス代等は 

対象外です。 

３ 展覧会・音楽会の参加については、会員本人の分であることが条件です。家族の分については対象

外です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化・芸術

⑤芸術鑑賞 

映画の鑑賞料、舞台、ミュージカル、コンサート、ライブ等の観劇料、美術館、博物館、

展覧会の入場料、神社、仏閣の拝観料 

展覧会への作品を出展する際の参加料(出展料)、音楽会に参加するときの参加料、 

コンクール等に参加するための費用等 

⑦展覧会、音楽会の参加 

⑥文化・体験教室 

華道・茶道・日本舞踊等の文化体験教室、料理教室、英会話教室、バレエ、ピアノ、 

ヴァイオリン等の文化教室 
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⑧例外 

１ 
チケット代の中に含まれるグッズ代・飲食代等については、対象です。 

上記以外の物販等で購入したグッズ代・飲食代等については、対象外です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨例外 

１ 
利用料の中に含まれる飲食代(ゴルフの昼食付プレー等)については、対象です。 

上記以外で別途支払う(利用料の中に含まれない)飲食代・駐車場代等については、対象外です。 

２ 
利用料の中に含まれる用具のレンタル代・保険料等については、対象です。 

上記以外で別途支払う(利用料の中に含まれない)用具レンタル代・保険料等については、対象外で

す。 

３ スポーツジム・ゴルフ場等の会費については、会員本人の分であることが条件です。家族の分につ

いては、対象外です。 

⑩例外 

１ 
大会参加費の中に含まれるお弁当代・飲食代等は、対象です。 

上記以外で別途支払う(大会参加費の中に含まれない)お弁当代・飲食代等は、対象外です。 

２ スポーツ大会参加については、会員本人の分であることが条件です。家族の分については対象外

です。 

スポーツ

野球、サッカー、バスケットボール、バレーボール、フィギュアスケート、テニス、 
バドミントン、卓球、ゴルフ、ラグビー、プロレス格闘技、モータースポーツ等のスポーツ 

試合の観戦チケット代 

⑧スポーツ観戦 

スポーツジム、ゴルフ施設利用料、練習場等の施設利用料、バッティングセンター、 

ボウリング場等の利用料、スキー場利用料・リフト１日パス等 

⑨スポーツ施設利用 

マラソン、テニス、野球・ソフトボール、卓球、バレーボール、バドミントン、水泳、 

サッカー・フットサル、バスケットボール、ゲートボール、ゴルフ、武道、自転車、 

ハンドボール、ウォーキング大会や総合スポーツ大会等の参加費 

⑩スポーツ大会参加 
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⑪例外 

１ 各種講座受講料や入学金等については、会員本人の分であることが条件です。家族の分について

は対象外です。 

２ 講座受講については、通学・通信は問いません。 

⑫例外 

１ 検定受験料については、会員本人の分であることが条件です。家族の分については対象外です。 

２ 資格や免許についての更新料は対象外です。 

自己啓発

簿記、ファイナンシャルプランナー、宅地建物取引士、行政書士、社会保険労務士、 

衛生管理者、秘書検定、司法書士、医療事務、気象予報士、キャリアアドバイザー、 

社会福祉士、IT パスポート、マイクロソフトオフィススペシャリスト、TOEIC、 

漢字検定、英語検定、メンタルヘルスマネジメント等の講座受講料、自動車教習所の 

教習費用、大学（通信大学含む）の入学金等 

⑪各種講座受講 

「⑪各種講座受講」で挙げたものに準ずる、検定試験の受験料 

⑫検定受験 
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おみやげ代 馬券購入費 猫カフェ 利用料 雀荘 利用料 

 

 

 

 

 

 

   

物品の購入費(土産代等も不可) 

公務に伴う費用 

飲食費・交通費(宿泊パック等に含まれているものを除く) 

光熱水費、燃料費、通信費 

美容院、エステ、マッサージ 

カラオケ、ネットカフェ、メイドカフェ、動物カフェ、雀荘 

金券の購入、ＩＣカード、電子マネー等の入金、チャージ金 

ペットにかかる費用(ペットの宿泊料等) 

公序良俗に反するもの 

当該事業の趣旨から補助対象として相応しくないもの 

＜例＞ 補助対象外となるもの 

補助対象外の内容 
 

保育補助（ベビーシッター含む）・家事補助のサービス利用料 

ギャンブルにかかる費用 
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補助の申請については、「領収書」が必要です！ 

請求書や明細書、チケットだけでは請求できません。 
 
 

① 宛名に会員本人のフルネームが記載されている。 

② 施設利用・体験の内容が記載されている。（但し書きに○○代としての記載がある） 

③ 領収日が記載されている 

④ 施設利用日・体験日が記載されている(領収日と異なる場合) 

⑤ 自己負担金額が 5,000円以上である。（複数合算可） 

⑥ 領収書発行元が記載されている。 

 

領収書 

 互助 五郎 様  

５，０００円 

埼玉互助レジャーランド 

但し 令和〇年〇月〇日 入場料 代として 

令和○年〇月○日 

埼

互 

③領収日が記載されている。 

 

①宛名が会員本人の 

 フルネームになっている。 

②施設利用・体験の内容が記載されている 

(但し書きにＯＯ代としての記載がある) 

④施設利用日・体験日が記載されている 

(当該年度内の日付であるものが有効) 

 

⑤支払金額が 5,000 円以上である 
 （複数合算で 5,000 円以上であれば OK） 

下記①～⑥の要件すべてを満たす領収書(コピーでの提出可ですが、必ず P16 をご確認ください) 

 

領収書 記載例 

請求方法 
 

⑥領収書の発行元が記載されている。 
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領収書の提出をお願いします。 

請求書や明細書、チケットだけでは請求できません。 

必ずお金を支払った際に、 

「領収書をください！」と施設の窓口の方に声をかけてください。 

 
領収書を発行してください！ 

宛名はフルネームでお願いします！ 

原則、領収書は発行してもらえるものですが、 

一部例外で発行してもらえない場合もあります。 

か
し
こ
ま
り
ま
し
た 

 

ネットで購入した場合でも、領収書の発行ができます。 

その場合、領収書は各自で印刷したものを提出してください。 

まずはこの一言！ 

※領収書が出ない場合の事例については、P.13～P.14を参照 

 

「支払事実を証明する書類」と「利用内容が確認できる書類」を 

組み合わせて、P.１１記載の領収書の必要項目①～⑥を 

満たしていれば請求可能です。 

次のＰ.１３～Ｐ.１４では、領収書以外の書類で支払内容を証明する場

合の請求方法について具体的に説明します。 

・「支払事実を証明する書類」の例 

クレジットカードの売上票・利用明細 等 

・「利用内容が確認できる書類」の例 

チケットの半券、請求(利用)明細書、行程表 等 
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現地でクレジットカード払いをした場合 
 

領収書の発行が可能か必ず確認してください。 

ネットで購入、予約等をして支払った場合 
 

ネットで購入・予約を行い支払ったものについて、 

領収書の発行ができないものは、下記の書類を提出してください。 

クレジットカード 

売上票 
利用内容が確認できる書類 

（チケットの半券、明細書等） 

購入明細 

又は 

購入画面の写し 

※購入画面については、画面スクリーンショットしたものを印刷して 

 貼付けしていただいても構いません。 

 

１ 

２ 

領収書の発行ができなかった場合は、下記の書類を提出してください。 

※カード売上票に、カード名義（会員氏名）の記載がなければ、 

 発行元に補記してもらってください。（手書き可） 

領収書の発行が可能か必ず確認してください。 

「カード売上票」が発行されなかった場合は、下記の書類を提出してください。 

 

※照合に不要な部分は黒く塗りつぶして提出してください。 

※通帳の写しは、「表紙（通帳の名義人（本人名）が記載されているページ）」 

 ＋「支払日」＋「支払先」＋「支払金額」が確認できるページ。 

※照合に不要な部分は黒く塗りつぶして提出してください。 
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事前に銀行振込（ＡＴＭ含む）で支払った場合 
 

振込明細書 

 

領収書の発行が可能か必ず確認してください。 

領収書の発行ができなかった場合は、下記の書類を提出してください。 

口座引き落としで支払った場合 
 

領収書の発行が可能か必ず確認してください。 

領収書の発行ができなかった場合は、下記の書類を提出してください。 

３ 

４ 

コンビニ等で支払った場合 
 

受領証 

領収書の発行が可能か必ず確認してください。 

領収書の発行ができなかった場合は、下記の書類を提出してください。 

５ 

※通帳の写しは、「表紙（通帳の名義人（本人名）が記載されているページ）」 

 ＋「支払日」＋「支払先」＋「支払金額」が確認できるページ。 

※照合に不要な部分は黒く塗りつぶして提出してください。 

※照合に不要な部分は黒く塗りつぶして提出してください。 

 

 

※照合に不要な部分は黒く塗りつぶして提出してください。 
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１ 宛名に会員本人のフルネームが記載されている 

領収書の宛名は、原則会員本人のフルネームとします。 

２ 施設利用・体験の内容が記載されている 

「○○代として」のように、補助対象内容の記載があるものが有効です。 

。 

４ 施設利用日・体験日が記載されている 
 

５ 自己負担金額が 5,000円以上である 

会員本人の負担金額が、５，０００円以上であることが条件です。 

６ 領収書発行元が記載されている 

領収書の発行元が記載されているものが有効です。 

※「名字のみ」や「上様」、未記入では受付できません！ 

※領収書の宛名が異なる場合は P.17～P.18をご参考ください。 

 

※内容が記載されていない場合は、その内容がわかる書類を添付してください。 

 （チケットの半券や明細書等） 

 書類が用意できない場合は、補助対象施設に領収書を再発行してもらってください。 

施設利用日や体験日が当該年度の４月１日～２月末日であるものが有効

です。 

３ 領収日が記載されている 
 

領収日が記載されているものが有効です。 

※記載されていない場合は、施設利用日や体験日がわかる書類を添付してください。 

 （チケットの半券や明細書等） 

 書類が用意できない場合は、補助対象施設に領収書を再発行してもらってください。 

※金券利用分、ポイント利用分、クーポン利用分は補助対象外です。 

※会員と同行した家族分も含めた金額で請求できるものについては、P.5の 

 補助対象一覧をご参照ください。 

※合算で５,０００円以上であれば請求可能です。 

 その場合は、合算する全ての領収書を添付してください。 

 

 

 

※領収書の発行元が記載されていない領収書は無効となります。 
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添付書類のコピーについての注意 

レクリエーション補助では、添付書類(領収書や請求明細書等)につ

いて、コピーの添付を認めています。 

しかし、以下の行為を行った場合は、不正受給として、以後給付を

受けられなくなることや、不正に受給した金額の返還を求めることが

あります。また、場合によっては詐欺罪や私文書偽造罪として刑罰に

処せられることがあります。 

 

不正受給及び刑罰に該当する行為の例 

・業者になりすまして偽りの記載がある領収書を作成した 

・拾得した領収書や他人から譲り受けた領収書の宛名に自分の名義

を追記する 

・上記のような偽りの記載がある領収書を添付してレクリエーショ

ン補助の請求をした 
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＼ 領収書の宛名が異なる場合 ～その①～ ／ 

複数人で補助対象となる施設を利用した場合 
 

 家族旅行等(個人単位で計画したもの)を実施し、領収書が１枚しか発行されなかった 

場合は、領収書の宛名欄に記載されている方（以下、「代表者」という。）に同行の 

事実や自己負担額を証明してもらうことで、同行者（会員に限る）の請求が可能です。 

補助請求することができます！ 

 

 
領収書の宛名となっている 

代表者が署名してください。 

 代表者  

領収書を添付する。 

 同行者  

領収書の写しと同行者名簿を添付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領収書 

 埼玉 太郎 様  

１２，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 として 

令和５年５月５日 

ふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領収書 

 埼玉 太郎 様  

１２，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 として 

令和５年５月５日 

ふ 

 

代表者以外で「レクリエーション補助」を 

請求される方（あくまでも請求される方のみ）全て 

記入してください。 

自己負担額は請求者の負担額を記載してください。 

（自己申告する形での記載となります。） 

 

実施場所と領収書の発行元名が 

異なる場合は領収書の発行元名を、 

( )書きで記載してください。 

①請求書 

 

②領収書 

 

①請求書 

 

②領収書【写し】 

 

③同行者名簿 

 

 領収書の宛名が本人以外の場合は、 

「同行者名簿」の作成は必須です。 

 

 

領収書の宛名 

 →「本人以外」に〇 

同行者名簿の有無 

 →「有」に〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領収書 

 埼玉 太郎 様  

１２，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 として 

令和５年５月５日 

ふ 

 代表者 

一般財団法人埼玉県教職員互助会  で 検索 

( URL ：https://gojo-saitama.jp/business/business-5377 ） 

「同行者名簿」の様式は、互助会ホームページからダウンロードできます！ 

 

 

請求者 1人につき１枚、 

「レクリエーション補助請求書」の 

提出が必要です。 

請求書の請求者を☑してください。 

https://gojo-saitama.jp/business/business-5377
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領収書 

 ふくりん学校 様  

３６，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 代として 

令和５年５月５日 

ふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領収書 

 ふくりん学校 様  

３６，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 代として 

令和５年５月５日 

ふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領収書 

 ふくりん学校 様  

３６，０００円 

ふくりパーク 

但し 令和５年５月５日 入場料 代として 

令和５年５月５日 

ふ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＼ 領収書の宛名が異なる場合 ～その②～ ／ 

 

所属所単位で親睦会などの行事を行った場合 
 

 所属所単位で親睦会などの行事を実施し、領収書が１枚しか発行されなかった 

場合は、領収書の宛名欄に記載されている方（以下、「代表者」という。）に同行の 

事実や自己負担額を証明してもらうことで、同行者（会員に限る）の請求が可能です。 

自己負担額を証明してもらうことで、代表者以外の補助対象者が可能です。 

 

請求方法は、お勤めの勤務先（所属所）によって異なります。 

次ページ以降の１又は２の該当する勤務先の項目をご参照ください。 
 

必要な書類が揃ったら、いよいよ請求書の作成です！ 

 代表者 

 

代表者の方も含めて「レクリエーション補助」を 

請求される方（あくまでも請求される方のみ）全て 

記入してください。 

自己負担額は、「領収書合計金額÷参加人数」の 

１人あたりの金額を記載してください。 

 

※領収書の宛名が学校名の場合は、 

  代表者 → 親睦会の代表者 です。 

 

 代表者  

領収書の原本と同行者名簿を添付する。 

。 

 同行者  

領収書の写しと同行者名簿を添付する。 

①請求書 

 
②領収書【原本】 

 

①請求書 

 

②領収書【写し】 

 

③同行者名簿 

 

 

領収書の宛名 

 →「本人以外」に〇 

同行者名簿の有無 

 →「有」に〇 

 

 「領収書合計金額÷参加人数」 

 １人あたりの金額を記入する。 

※P.17の「Ⅰ．記入方法」と概ね同様です。異なる部分について説明します。 

 

③同行者名簿 

 

 
領収書の宛名 

 →「本人」に〇 

同行者名簿の有無 

 →「有」に〇 
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一般財団法人埼玉県教職員互助会  で 検索 

( URL ： https://gojo-saitama.jp ） 

①「現職者の方へ」をクリック 

②「補助」をクリック 

インターネットから互助会のホームページを検索！ 

「レクリエーション補助請求書」（様式第１号）をダウンロードする！ 

０１ 市立小・中・高・特支・幼・県立大学・教育関係団体にお勤めの方 

↓QR コード↓ STEP1 

STEP2 

STEP3 請求書に必要事項を記入して、裏面に領収書等を貼付けする！ 

 

STEP4 福利課 貸付・ライフプラン担当へ提出！ 

〒３３０－００６３ さいたま市浦和区高砂３－１４－２１ 職員会館５階 

埼玉県教育局福利課（貸付・ライフプラン担当） 行 

領収書等は、裏面にしっかり糊付けしてください。 

④「レクリエーション補助」をクリック 

 

⑤「レクリエーション補助請求書」を 

クリックして請求書を印刷する 

 

育休・休職中の方についても、請求いただけます。 

「レクリエーション補助請求書（様式第１号）」を記入し、 

裏面に領収書等を糊付けしてください。 

 ※会員番号（職員番号）の記入漏れが多いので、 

   記入をお忘れなきようお願いします。 

育休・休職中の場合について 

 

③「宿泊・レジャー」をクリック 

 

https://gojo-saitama.jp/
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０２ 県立高等学校・特別支援学校・課所館にお勤めの方 

＼ 総務事務システム入力対象の所属所にお勤めの方 ／ 

総務事務システムで補助対象となる請求内容を入力！ 

 
「福利厚生」→「リフレッシュ支援事業」 

→「3042 レクリエーション補助」から入力 

STEP1 

STEP2 入力後、「請求書兼送付票」を印刷し、裏面に領収書等を貼付けする！ 

STEP3 総務事務センター分室へ提出！ 

〒３３０－９３０１ さいたま市浦和区高砂３－１５－１  

 総務事務センター分室（教育局・教育機関） 行 

※入力方法は、総務事務システムの「ＦＡＱ（よくある質問）」に掲載されています。 

領収書等は、裏面にしっかり糊付けしてください。 

育休・休職中の場合について 

 
育休・休職中の方についても、請求いただけます。 

P.1９の「STEP3」まで準備し、「レクリエーション補助 

請求書（様式第１号）」を所属所あて送付してください。 

所属所の事務担当者様は、請求書を元に総務事務シス 

テムにて代行入力を行ってください。 

「請求書兼送付票」の裏面に「レクリエーション補助請求書

（様式第１号）」を添付のうえ提出してください。 
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よくある誤り事例 ５選 

 

領収書に施設利用・体験の内容が記載されていない！ 

実際に多い誤りを５つ紹介します。 

ご提出いただく前に、書類に誤りがないか必ず確認をお願いします！ 

「宿泊代として」、「入場料として」、「講座受講料として」等の内容の記載がないと、ど

んな費用の領収書なのかわかりません！ 

内容が記載されていない場合は、行程表や請求書、利用明細書、チケット半券等の内

容が確認できる書類を添付してください。書類が用意できない場合は、内容が記載

されている領収書の再発行を補助対象施設に依頼してください。 

領収書が添付されていない！ 

利用日前の請求！ 

施設の利用日前や講座の受講日前の請求はできません！ 

必ず利用日や受講日以降に請求してください。 

代金支払日以降ではなく、利用日以降に請求ができるという点にご注意ください。 

 

(例)ネットで事前予約・事前決済をして旅行に行った場合 

   決済日(代金支払日)：１１月１日 

   旅行日：１２月２０日～１２月２１日 

   このような場合、旅行をした１２月２１日以降に請求可能となります。 

   支払いをした１１月１日にすぐ請求できるわけではない点にご注意ください。 

領収書が添付されていないと補助を受けることができません！ 

領収印のない請求書や利用明細書、チケットだけでは領収の事実を確認できないの

で、補助を受けることができません！ 

領収書が発行できない場合の請求方法については、P.13～14を参照してください。 
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領収書に施設利用日・体験日が記載されていない！ 

施設の利用日や体験日、講座等の受講日が記載されていないと補助を受けることが

できません！ 

記載されていない場合は、行程表や請求書、利用明細書、チケット半券等の利用日が

確認できる書類を添付してください。書類が用意できない場合は、利用日が記載さ

れている領収書の再発行を補助対象施設に依頼してください。 

 

自己負担金額が５，０００円未満！ 

自己負担金額が５，０００円以上でないと補助を受けることができません！ 

金券利用分、ポイント利用分やクーポン利用分については補助対象外のため、 

自己負担金額に含めて請求書類を提出しても補助を受けることができません。 

また、飲食代金や交通費、駐車場代金等の内容についても補助対象外のため、 

自己負担金額に含めて請求書類を提出しても補助を受けることができません。 

請求する際は、補助対象内容に係る自己負担金額をよく計算してご請求ください。 

 

(例１)宿泊代金とは別に飲食代金等を支払っている場合 

請求明細書 

 

日付   ご利用明細    金額       

10/16  大人一泊二食  4，000円 

           日本酒   1，000円 

          駐車場代    500円 

                                   

領収書 

ふくり ごろう様 

5，500円 

10/17 現金にて領収しました  ホテル互助 

←宿泊代金に含まれない飲食代金(日本酒代

1，000円)及び駐車場代 500円は補助対象

外となるので、自己負担金額は 4，000円とな

ります。 

したがって、この場合は補助を受けることがで

きません。 

(例 2)ポイントやクーポンを利用している場合 

請求明細書 

 

日付   ご利用明細    請求金額    入金額 

10/16  大人一泊二食  6，000円 

       互助ポイント            1，000円 

       互助クーポン               2，000円 

       現金入金               3,000円  

                                   

領収書 

ふくり ごろう様 

6，000円(ポイント利用等含む) 

10/17 領収しました   ホテル互助 

←ポイント利用分 1，000円及び 

クーポン利用分 2，000円は補助

対象外となるので、自己負担金額は

3，000円となります。 

したがって、この場合は補助を受け

ることができません。 
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Q1 いつ請求したら良いのですか？また、請求は何回できますか？ 

A1 
以下の①～③の条件をすべて満たしたときに請求できます。 

① 補助対象の施設等を利用または講座等の受講を開始した。 

② ①の利用代金について支払った。 

③ ②の自己負担額が５，０００円以上かつ領収書を準備できた。 

いずれか一つでも満たしていない場合は請求できません。なお、請求回数は１年度につき１回限

りです。 

Q2 今年度請求が出来なかったので、来年度に繰り越し請求できますか？ 

A2 補助金の翌年度繰り越し請求はできません。 

Q3 領収書はどのように発行してもらえば良いのですか？ 

A3 支払い窓口等で「領収書をください」と伝えてください。 

Q4 複数の領収書を添付して請求することはできますか？ 

A4 
1枚の領収書で 5,000円に満たない場合は、複数の領収書を合算して請求することも可能です。 

ただし、いずれの領収書も必要事項が全て明記されていることが条件です。 

Q5 病休中や育休中でも請求できますか？ 

 

A5 

互助会員であれば休職中でも請求できます。 

なお、請求書の欄外に連絡先を併せて記入いただくことで、不備があった場合、所属を経由せず

ご本人宛に直接連絡することが可能となります。 

Q6 領収書はコピーでも請求できますか？ 

A6 コピーでも請求できます。コピーで請求する際の注意点については P１６をご確認ください。 

Q7 クレジットカードで支払った場合はどのようにすれば良いですか？ 

 

A7 

クレジットカード決済の場合も原則領収書が必要ですが、発行できなかった場合は下記の①又は

②の方法により請求できます。（詳細は、P.13を参照） 

①「クレジットカード売上票（会員氏名が記載されているもの）」＋「利用内容が確認できる書類 

  （入場料やチケット半券、明細書等）」を添付のうえ請求してください。 

②「支払内容が確認できる書類（会員氏名が記載されている、カード会社からの請求書または引

き落としの通帳のコピー等。）」＋「利用内容が確認できる書類（チケット半券や明細書等）」を

添付のうえ請求してください。 

Q8 請求書や明細書、チケットだけで請求できますか？ 

A8 
請求書や明細書、チケットだけでは請求できません。必ず領収書を添付してください。 

ネット購入等で領収書が出ない場合の取り扱いについては別途記載しています。 

Q9 結婚等で苗字が変わったが、領収書の宛名は旧姓になっている。請求できますか？ 

A9 請求できます。ただし、領収書余白等にその旨を補記してください。 

Q10 金券・クーポン・ポイント等で支払った分は対象になりますか？ 

A10 
金券・クーポン・ポイント等で支払った部分については、補助対象外です。 

ただし、キャッシュレス決済等でポイントをチャージして支払ったものは対象とします。 

Q11 キャッシュレス決済で支払ったものも対象となりますか？ 

A11 対象になりますので、領収書を発行してもらってください。 

Q12 請求書類に不備があった場合はどうなりますか？ 

 

A12 

請求書類に不備があった場合は、所属所を通じて不備書類を返送します。 

不備内容に関する連絡票を確認し、訂正や追加書類をご準備のうえ再度ご提出ください。 

なお、不備書類についても締切日は、請求最終締切日とします。 

 

Ｑ＆Ａ ～よくある質問～ 

 

概 

 

 

 

要 
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Q13 
券売機でチケット購入をしましたが、領収書を発行してもらえませんでした。どのようにすれば 

請求できますか？ 

 

A13 

 

券売機購入では本人が購入したことが確認できる書類が発行されないため、この場合は請求で

きません。窓口で領収書の発行を依頼しても領収書が出なかった場合、大変申し訳ございませ

んが他の補助対象内容のもので請求をお願いします。 

Q14 レクリエーション補助を請求後、提出した添付書類（領収書等）は返却してもらえますか？ 

A14 
添付書類の返却は行っておりません。 

後日必要となる場合を見越して、コピーを添付することをおすすめします。 

Q15 国外で支払ったものは対象になりますか？ 

A15 
領収書が要件を満たしていれば対象になります。ただし、日本語以外の領収書を添付する場合

は、必ず翻訳を付けるようにしてください。 

Q16 利用金額に含められる家族の範囲に決まりはありますか？ 

A16 会員の二親等以内が対象です。 

 

Q1 
年間パスポートを２月に購入したのですが、有効期間開始日は次年度の４月１日からです。いつ

請求できますか？ 

 

A1 

 

この場合の請求は、次年度となります。補助対象年度の補助対象期間内に利用したものである

ことを証明する書類（利用年月日がわかるチケット画面の写しやスクリーンショットの写し等）を 

添付のうえ請求してください。 

Q2 券売機で支払った場合は対象になりますか？ 

A2 
領収書を提出していただければ対象になります。券売機で領収書が発行できない場合は、有人 

カウンター等で領収書の発行が可能か問合せをしてください。 

Q3 支払が 2月だが旅行に行くのは次年度(4月以降)です。いつ請求できますか 

A3 利用年月日が補助対象年度となりますので、この場合の請求は次年度となります。 

Q4 インターネットで宿泊の予約をした場合、サイトから出力できる領収書で請求できますか？ 

A4 必要事項が明記されていれば請求可能です。画面上の領収書を印刷して添付してください。 

Q5 
家族旅行を計画したが自分は仕事で行けなくなってしまいました。家族だけの利用で請求できま

すか？ 

A5 いかなる場合でも家族だけの利用では請求できません。必ず本人が参加することが条件です。 

Q6 公務で出張した場合、旅行経費は対象になりますか？ 

A6 公務出張等に係る経費については補助対象外です。 

Q7 
人間ドックを受診するため、近隣のホテルに前泊しました。この場合の宿泊費は補助の対象にな

りますか？ 

A7 補助対象になります。 

Q8 エステ・マッサージ等の利用でも請求できますか？ 

A8 請求できません。（エステ・マッサージ等は医療行為との判別ができないため補助対象外） 

Q9 夜行バス、ネットカフェ、漫画喫茶等の施設は宿泊施設に該当しますか？ 

A9 
宿泊施設に該当しません。レクリエーション補助事業で定義する「宿泊施設」とは、屋根がある 

場所（テント等も含む）で寝具を用いて休息することができる場所になります。 

Q10 
旅行会社のパック旅行を購入し、宿泊費が朝食代込みで 5,000円以上かかりました。 

朝食代は飲食代に該当すると思うのですが、補助の対象となりますか？ 

A10 
旅行会社のパック旅行については、パックの中に交通費及び飲食代が含まれているため、対象

となります。（※パックの中に含まれない交通費及び飲食代については、対象外です。 

Q11 
登山に行った場合に、現地までの交通費や駐車場代、また現地で支払ったロープウェイ代は請

求できますか？ 

A11 
この場合、現地で乗ったロープウェイ代のみ対象となります。現地までの交通費、ガソリン代、駐

車場代については対象外です。 
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Q12 
観光地で利用できる周遊券（観光地のケーブルカー、ロープウェイ、観光船、バス）を購入しまし

た。請求はできますか？ 

A12 請求できます。周遊券購入の領収書を添付のうえ請求してください。 

Q13 民泊の宿泊料金は補助対象になりますか？ 

A13 補助対象になります。 

 

Q1 映画やコンサート等に行った場合でも領収書の発行は必要か？ 

A1 

領収書は請求のための必須書類ですので、発行が必要になります。 

領収書の発行が出来ない場合は下記の書類をセットで添付できるようでしたら請求可能です。 

観劇したチケット＋購入明細書（ネット購入の場合は印刷したもの又は画面のハードコピーを提

出） 

Q2 コンサートのチケットを記念に残したい。請求後返却してもらえるか？ 

A2 一度提出された書類は返却できません。手元に残したい場合はコピーを提出してください。 

Q3 ヴァイオリン教室に通うため、ヴァイオリンを購入しましたが補助の対象になりますか？ 

 

A3 

物品購入費となるため、補助対象外です。会費のみが対象となります。 

その他楽器、用具、教材費等も対象となりませんが、会費の中に含まれている場合は対象となり

ます。 

Ｑ4 限定グッズ付きのチケット代金も補助の対象になりますか？ 

 

A4 

 

チケット代の一部と見なしますので、補助対象になります。 

ただし、会場の物販や事前購入物販等で購入したグッズ代等については、物品購入費と見なす 

ため、補助対象外です。 

Q5 美術館や博物館にある音声ガイドのレンタル料金は補助対象になりますか？ 

A5 
チケット代の中に含まれる音声ガイドのレンタル料金は、補助対象になります。 

上記以外に別途支払う音声ガイドのレンタル料金は、補助対象外です。 

Q6 
映画やミュージカル鑑賞のために DVDをレンタルした場合、レンタル料は補助対象になります

か？ 

A6 
レンタル料金は補助対象外です。また、動画配信等のサブスクリプション加入費用についても 

同様に補助対象外です。 

Q7 
コンクールに出るために楽器のメンテナンスを行いました。メンテナンス料金は補助対象になりま

すか？ 

A7 用具のメンテナンス料金については補助対象外です。 

Q8 オンラインのイベント参加についても請求できますか？ 

A8 請求できます。必要項目を満たした領収書を添付のうえ請求してください。 

Q9 展覧会に自分の作品を出品することになりました。作品運搬料は補助対象となりますか？ 

A9 
出品料の中に含まれる作品運搬料は、補助対象となります。 

上記以外に別途支払う作品運搬料は、対象外です。 

Q10 神社で厄除けの祈祷をしてもらいました。祈祷料は補助対象になりますか？ 

A10 祈祷料は補助対象外です。 

 

Q1 スキー場で用具をレンタルしましたが補助対象になりますか？ 

A1 
スキー場のパック料金の中にリフトと用具レンタル代が含まれている場合は補助対象になりま

す。用具レンタル代のみ支払う場合は補助対象外です。 

Q2 市民スポーツマラソン大会への参加料は補助対象になりますか？ 

A2 市民スポーツマラソン大会は、スポーツ大会の参加に該当するため補助対象になります。 

Q3 市民体育館のバスケットコートを利用しました。体育館の使用料は補助対象になりますか？ 

A3 補助対象になります。必要項目を満たした領収書を添付のうえ請求してください。 

Q4 スポーツ協会の加入費用については補助対象になりますか？ 

A4 補助対象外です。 
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Q5 
テニス大会に参加するために、ラケットのメンテナンスを行いました。メンテナンス料金は補助 

対象になりますか？ 

A5 用具のメンテナンス料金については補助対象外です。 

Q6 大会に参加するためユニホームを購入しました。参加費の一部として認められますか？ 

Ａ6 物品購入費に該当するため補助対象外です。 

 

Q1 通学講座、通信講座どちらでも補助対象になりますか？ 

A1 補助対象になります。 

Q2 講座を受講せず、独学で資格取得するために購入したテキスト代は補助対象になりますか？ 

A2 物品購入代に該当するため補助対象外です。 

Q3 
一部公費で講座受講料が補助された後、自己負担額が 5,000円以上となりました。 

この場合は、補助の対象になりますか？ 

A3 公務に伴う費用と判別が難しいため、補助対象外です。 

Q4 
雇用保険に加入しており、受講講座が教育訓練給付制度の対象となるため、後日給付を受ける

予定です。この場合、レクリエーション補助の対象になりますか？ 

A4 
教育訓練給付で支給される金額を差し引いた額（最終的な自己負担額）が 5,000円以上であれ

ば補助の対象です。 
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みんな知ってる？お得な情報！  

＼ 公立学校共済組合埼玉支部 ／ ＼ 埼玉県教職員互助会 ／ 

’’ 

’’ 

マイリフレッシュ 

’’ 

’’ 

割引パッケージ 

サービス 

 

’’ 

’’ 

ベネフィット 

ステーション 

 
パソコンやスマートフォンを介して、 

旅行・レジャー等を会員料金で利用できます！ 

コンサート・舞台観劇・映画鑑賞等を 

会員料金で利用できます！ 

資格取得講座の受講料割引もあります。 

県内対象施設を利用した場合、 

施設利用料の一部が補助されます。 

（電子クーポンが自動付与されます！） 

割引後の金額が 

5,000円以上の場合のみ 

レクリエーション補助 

対象額となります 

割引を使ってさらにお得に！ check1 

’’ 

’’ 

’’ 

’’ 

子ども預かり 

サービス利用補助 

 

’’ 

’’ 

あんま・マッサージ等 

施術費用補助 

指定施術院であんま、マッサージ等の 

施術を受ける場合、費用の一部を補助します！ 

（割引施術券１枚 1,000 円を 2 枚交付） 

自身の子にベビーシッター、一時預かりの 

保育施設等のサービスを利用した場合、 

その費用の一部を補助します！ 

（子１人につき年度内 20 日まで） 

家事の支援を目的とするサービスを 

利用した場合、その費用の一部を補助 

します！（年度内 14 日まで） 

レクリエーション補助の対象外ですが、 

他事業で請求できるものもあります！ 
check2 

是非ご活用 

ください！ 

家事支援 

サービス利用補助 


